
   

 

 

 

 

 

１２月１０日（火）午後：６年生「人権フォーラムれいほう」 
１２月１０日（火）午後、鈴峰中学校にて「人権フォーラムれいほう」が開催されました。この取組は、教育

的不利な環境にある子どもを中心とした支援と子ども主体の人権意識の尊重を広めることをねらいとして

います。また、各校の学校運営協議会委員さんにも参観をしていただいております。鈴峰中学校区にある４

つの小学校から６年生４名、鈴峰中からは８名が代表として集い、「一人ひとりの違いを認め合い、居心地

の良い地域づくりをめざして」をテーマにグループ別に議論します。 

今年は、SNSによる仲間はずしを題材に、いじめをなくすために自分

自身がどう向き合うことが大切かを話し合いました。各小学校児童と

中学校生徒が入ったグループでは、「もし自分がその立場（仲間はず

しをする側・される側、まわりにいる側等）であったならどうするか。」

「仲間はずしによって辛い思いをしている子から相談を受けたらどうす

るか。」等を、それぞれが経験を交えて積極的に話し合いました。自分

の行動の理想と現実をふり返りながら、「直接話をする」「友だちを大

切に思う」「自分も変わる」等の意見が出ました。参加した児童は、いじ 

めをなくす側の視点に立ち、自分自身の言動をふり返るよい機会となりました。参加した４名は、学校に残っ

ていた児童に還流報告を行いました。そして、昼食時の放送で、学んできたことを全校児童に伝えるという

行動につなげることができました。 

このフォーラムを通して、６年生の子どもたちは、まわりにいる人を大切にし、いじめや差別をなくしていこ

うとする人権意識と行動力がさらに高まりました。新年度に入学する中学校で、この時に出会った仲間から

広がって誰もが安心できる中学校での人間関係作りにつながっていきます。３月まではこれまでの仲間と、

４月からはこれから出会う仲間とも互いが支え合いながら、いじめのない安心した生活を築いていくことと

思っています。 

ちょこっとつぶやき「子どもたちから学び、自身をふり返る」（樋口） 

私自身、このような取組と出会う度に、子どもたちの手本であるべき私たち大人が、どのような姿を見せ

ているのだろうと自問自答します。私たち大人が、無意識であったとしても誰かを外すような言動や差別に

つながる発言を行っているならば、やはり子どもたちは私たちの真似をしてしまいます。ひいてはそれが、

子どもたちにいじめや差別をさせてしまうきっかけとなるのではと考えさせられます。とはいえ、私自身、

子ども時代にいじめや差別をしなかったかというと、そうではありません。いじめや差別をしたことも、さ

れたことも、見て見ぬふりをしたこともあります。未だに苦い記憶として残っています。今になって思えば、

あの出来事は差別だったのかと気づくこともしばしばあります。だから、私は、目の前にいる庄内小全ての

子どもたちに、私のような失敗や嫌な思いをしてほしくないので、自分の失敗談も交えて思いを届けるよう

にしています。今の私のせいで、子どもたちが 

誰かをいじめたり差別したりしてほしくありま 

せん。子どもたちが、互いの違いを認め合い、 

その違いを心の豊かさにつなげ、いじめや差別 

をなくしていく仲間としてつながっていくよう、 

私自身が率先して心がけていきたいと思います。 
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１２月１１日（水）5 限：児童集会～ドッジボールで心をひとつに～ 

 １２月１１日（水）５限目に児童会が企画した「児童集会～ドッジボールで心をひとつに～」が行われました。

児童会の皆さんは、この企画を計画するにあたり、「みんなが楽しい行事にしたい。」という思いがありまし

た。大会となると、どうしても勝敗をつけなければならず、勝ったチームは喜び、負けたチームは悲しみます。

そこで、誰もが楽しんでもらえるよう、勝敗をつける「大会」という言葉を使わず、見出しのような表現にした

そうです。子どもたちの発想って本当にすごいですね。運動場に集まった子どもたちは、縦割り班で構成さ

れたチームに分かれ、時間を区切って、どんどん試合をしていきました。どの子も勝敗にこだわらず、楽しそ

うにドッジボールをする姿が見られました。私は、児童会の皆さんの思いが実現した集会になったことに、心

から嬉しく思いました。これから様々な場面で自ら進んでやりたいことを実現していく力をどんどん発揮して

ほしいと思いました。児童会の皆さん、素敵な時間をありがとうございました。 

   
子どもたちも見ている私たちもずっと笑顔で楽しむことができました。 

 

１２月１２日（木）６年生：薬のことを知ろう！「薬物乱用防止教室」 

 ６年生が、本校の学校薬剤師である岡田直さんをお招きし、「薬物乱用防止教室」を受講しました。子ども

たちは、薬の正しい扱い方や飲酒・喫煙・違法薬物の害を中心に学びました。子どもたちの薬についての疑

問点を丁寧に答えてくださいました。また、薬を服用する際の適切な飲料について、実験を通して教えてい

ただきました。試験管に実験用の薬を入れ、いろいろな飲料でどう反応するのか試しました。様々な反応が

あることを実際に見ることができ、驚いていました。薬は水または白湯で飲んだ方が適切であることを実感

していました。他にも、薬剤師の仕事と薬剤師になるための道筋も教えていただきました。人々の健康を守

るための重要なお仕事であることを知りました。もしかすると、将来、薬剤師さんになる子がいるかもしれま

せんね。非常に有意義な時間を過ごさせていただき、心より感謝申し上げます。これからの自分の生活にい

かしてほしいと思います。 

   


